
- 1 - 

 

 近畿支部                           

活動報告（1月～3月） 

〔大阪地区〕 

1． 第2回近畿船員災害防止連絡会議及び船員労働安全衛生月間実施報告会 

   開催日時:2月21日（水）14:00～ 

   開催場所：近畿運輸局海技試験室（大阪市） 

    議  題：(1) 平成28年度船員災害疾病発生状況 

        (2) 平成29年度（第61回）船員労働安全衛生月間実施概要 

        (3) その他 

  参加者数：35名    

 

2． 講習会（近畿船員災害防止連絡会議と共催） 

開催日時：2月21日（水）15:00～ 

    開催場所：近畿運輸局海技試験室（大阪市） 

    テ ー マ：「船内向け自主改善活動」WIB 

   講  師：高崎経済大学 教授  

日本人間工学会認定人間工学専門家 久宗周二氏 

   参加者数：50名 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

WIB講習会（久宗先生による講演）「短信」で別途詳細報告 
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〔京都地区〕 

1．第2回京都地区支部運営委員会 

   開催日時：3月7日（水） 15:00～ 

   開催場所：舞鶴港湾合同庁舎第一会議室（舞鶴市） 

    議  題：(1) 平成29年度事業実施概要報告 

        (2) 平成30年度活動方針、等 

  参加者数：14名 

 

〔和歌山地区〕 

1．第2回和歌山地区支部運営委員会 

   開催日時：3月6日（火） 11:00～ 

   開催場所：和歌山運輸支局会議室（和歌山市） 

   議  題：(1) 平成29年度事業活動状況 

        (2) 平成30年度活動方針、等 

    参加者数：12名 

 

〔勝浦地区〕 

1．第2回勝浦地区支部運営委員会（総会） 

     開催日時：3月26日（月） 

    開催場所：会員への文書稟議 

    議  題：(1) 平成29年度事業実施概要報告 

         (2) 平成30年度活動方針 

       (3) 近畿船員災害防止連絡会出席報告、等 

 

活動予定（4月～6月） 

 

〔大阪地区〕 

1．第1回近畿船員災害防止連絡会議 

  開催時期：6月7日（木） 

  開催場所：近畿運輸局海技試験室（大阪市） 

  

2．第1回近畿支部運営委員会 

  開催時期：6月8日（金） 

  開催場所：第一大阪港ビル8階会議室room A（大阪市） 

 

〔京都地区〕 

1．第1回京都地区支部運営委員会（総会） 

  開催時期：6月下旬 

  開催場所：舞鶴港湾合同庁舎第一会議室（舞鶴市） 
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短信          船内向け自主改善活動（ＷＩＢ）講習会を開催 

近畿運輸局管内では初開催 

                              船員災害防止協会近畿支部 

 

平成30年2月21日水15：00～ 近畿運輸局10F海技試験室にて、講師

に久宗周二氏（高崎経済大学教授）をお迎えして、受講者５０名に、当局管

内では初開催となる「船内向け自主改善活動（WIB）講習会」を開催しまし

た。 

船員の災害発生率は、昭和43年の第１次船員災害防止基本計画の策定以

来、船員はもちろんのこと、船舶所有者、行政機関及びその他関係各所の努

力により死傷災害は当初の４分の１に、疾病は７分の１にまで減少してきて

いるものの、依然として全産業の平均と比較すると、死傷災害は約４倍、死

亡災害は14倍の高い発生率となっているのが現状です。 

船員災害防止活動は、９月の船員労働安全衛生月間をはじめとした様々な取り組みが全国各地で進められ

ており、その取り組みの一つとして「船内向け自主改善活動（WIB）」が推進されています。 

船内向け自主改善活動（WIB：Work Improvement on B

oard）とは、ILO（国際労働機関）が作成したWISE（中小企

業自主改善活動）を船内向けに簡便されたものです。その基本

的な考え方は、自分の職場は自分自身が一番分かっている、と

の考えから、船員自らがリスクチェックを行い、安全対策を作

り、災害の未然防止を図ることです。特徴としては、①良い改

善事例を船員全員で選択することで共通の認識ができる。②チ

ェックリストを使って船の設備、環境、状況に合わせて船員自

らが改善提案できる。③短時間でできる。（点検･話し合いは

３０分～９０分程度）④全員でリスク点検ができる。⑤職歴･

年齢に関係なく参加することにより安全意識も高まる。とされています。 

また講習では、トップダウン（経営者側からの改善要求）ではな

く、ボトムアップ（現場からの改善提案）であること、低コストで

改善が完了することも強調されていました。講習の中で行われた良

い改善例の選択では、受講者がピンクとイエローの付箋を一枚ずつ

持ち、貼り出された良い改善例23種類のうち、優先順位１番にピ

ンクを、２番にイエローを貼った結果、低コストで短時間に改善さ

れた事例（例えば、床面塗装するペンキに砂を混ぜて滑り止めに、

スイッチにカラーのビニールテープで色分けして誤操作防止）に多

くの付箋が貼られていました。やはりコストと手間が考慮された結

果と言えます。 

災害防止には船員個々の安全意識がなくてはなりませんが、改善行動も必要不可欠です。そこにコストが

かかり手間もかかるとなると改善はなかなか進ません。まずは出来ることから、それを現場の船員で共有し

自ら行動する、この基本の意識･行動が大切なんだなぁと改めて感じられた講習会となりました。 

 


